
『
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
三
十
五
年
の
歩
み
』 

 

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
会
長 

藤
本 

草 

 
令
和
七
年
二
月
現
在
か
ら
遡
る
こ
と
三
十
五
年
余
。
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
り
変
わ
る
新
た

な
時
代
の
始
ま
り
に
当
た
り
、
全
国
的
な
吟
詠
会
設
立
の
要
望
が
吟
界
有
志
か
ら
ビ
ク
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

中
で
も
菅
原
雪
翁
先
生
、
黒
川
哲
泉
先
生
に
は
そ
の
情
熱
が
ひ
と
際
強
く
、
設
立
の
第
一
歩

と
し
て
、
先
ず
ビ
ク
タ
ー
吟
友
会
近
畿
地
区
連
絡
局
が
発
足
。
追
っ
て
平
成
三
年
九
月
三
日
、

関
東
各
流
各
会
の
宗
家
会
長
を
含
め
た
賛
同
の
先
生
方
四
十
数
名
の
出
席
に
よ
り
、
関
東
連
絡

局
設
立
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
間
、
全
国
各
地
に
当
吟
友
会
組
織
が
設
立
さ
れ
、
北
海
道
地
区
（
尾
角
鳳
帥
先
生
）、

関
東
地
区
（
渡
邊
吟
神
先
生
）、
中
部
地
区
（
飯
田
岳
影
先
生
）、
近
畿
地
区
（
八
島
紫
海
先
生
）、

中
国
地
区
（
河
田
神
泉
先
生
）、
九
州
地
区
（
吉
田
岳
誠
先
生
）
の
全
国
六
連
絡
局
で
の
会
員

獲
得
と
組
織
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

平
成
四
年
八
月
二
十
五
日
、
ビ
ク
タ
ー
吟
友
会
創
立
に
向
け
た
第
一
回
全
国
常
務
理
事
会
が

開
か
れ
、
会
長
に
ビ
ク
タ
ー
出
口
順
社
長
が
就
任
。
副
会
長
に
哲
泉
流
日
本
吟
詠
協
会
黒
川
哲

泉
先
生
、
雪
山
流
日
本
吟
詠
学
院
菅
原
雪
翁
先
生
、
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
山
元
錦
城
先
生
を
選
出
。

常
務
理
事
七
名
（
連
絡
局
六
名
と
剣
詩
舞
代
表
、
新
刀
流
山
本
晃
正
先
生
）
を
選
出
。
本
部
事

務
局
長
に
は
日
本
詩
吟
学
院
光
野
岳
延
先
生
が
就
任
。
翌
月
九
月
十
一
日
に
第
二
回
全
国
常
務

理
事
会
が
開
か
れ
、
会
則
の
決
定
、
入
会
金
、
年
会
費
な
ど
会
の
方
針
と
運
営
方
法
の
詳
細
が

決
ま
り
、
詩
吟
・
剣
詩
舞
の
普
及
活
動
に
入
り
ま
し
た
。 

 

ビ
ク
タ
ー
吟
友
会
設
立
総
会
と
第
一
回
全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
は
、
平
成
四

年
十
一
月
二
十
三
日
九
段
会
館
に
於
い
て
開
催
。
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
九
十
六
番
、
剣
舞
十
二
番
、

詩
舞
十
六
番
、
計
百
二
十
四
番
に
加
え
。
構
成
吟
『
漢
詩
紀
行
旅
情
・
望
郷
を
詠
う
』
会
員
発

表
で
ビ
ク
タ
ー
吟
友
会
は
船
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
追
っ
て
北
陸
地
区
、
四
国
地
区
、
沖
縄
地

区
（
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
）
が
加
わ
り
、
現
在
の
八
地
区
本
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

設
立
二
十
五
年
を
経
た
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
の
社
名
変
更
（
Ｊ

Ｖ
Ｃ
ケ
ン
ウ
ッ
ド
）
に
従
っ
て
『
ビ
ク
タ
ー
吟
友
会
』
か
ら
『
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
』
に
名

称
変
更
を
行
い
、
平
成
二
十
九
年
度
全
国
大
会 

（
中
国
・
倉
敷
）
か
ら
新
名
称
で
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
の
目
的
は
、
吟
剣
詩
舞
の
普
及
発
展
と
同
時
に
会
員
相
互
の
融
和
と

親
睦
を
図
り
、
以
て
我
国
の
芸
術
向
上
と
文
化
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
実
現
の
た

め
の
事
業
と
し
て
、 

 
 

 

一
、
全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
（
新
人
発
掘
） 

二
、
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
吟
集
制
作
（
会
員
に
よ
る
録
音
記
録
） 

三
、
新
た
な
吟
詠
伴
奏
集
制
作 

四
、
会
員
の
発
表
会
開
催 



五
、
そ
の
他
事
業 

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

 
主
事
業
で
あ
る
全
国
決
勝
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
ま
で
毎
年
開
催

（
令
和
二
年
度
、
三
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
）
し
、
昨
年
ま
で

全
三
十
三
回
開
催
。
ま
た
課
題
吟
集
は
、
カ
セ
ッ
ト
か
ら
Ｃ
Ｄ
ま
で
全
二
十
八
タ
イ
ト
ル
、
総

録
音
曲
数
七
百
五
十
曲
に
及
び
、
吟
界
に
留
ま
る
こ
と
な
く
日
本
伝
統
音
楽
界
に
お
け
る
厖
大

か
つ
貴
重
な
録
音
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
五
年
に
は
全
七
百
五
十
余
の
録
音
音

源
の
全
て
か
ら
最
も
優
れ
た
百
二
十
九
題
（
漢
詩
九
十
六
、
短
歌
三
十
三
）
を
厳
選
抽
出
し
た

集
大
成
と
な
る
「
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
名
吟
集
成
（
Ｃ
Ｄ
四
枚
組
）」
を
制
作
。
日
本
伝
統

文
化
吟
友
会
の
歴
史
を
会
員
各
位
の
渾
身
の
吟
で
辿
る
本
名
吟
集
成
は
、
当
吟
友
会
の
足
跡
を

未
来
に
残
す
空
前
絶
後
の
永
久
保
存
版
吟
詠
大
集
成
で
あ
り
、
平
成
吟
界
の
貴
重
な
音
源
記
録

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
当
吟
友
会
は
公
益
財
団
法
人
日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
（
市
橋
雄
二
理
事
長
）
の
ご

支
援
の
下
、
全
国
八
地
区
本
部
の
協
力
を
得
て
、
総
本
部
瀬
畑
至
七
代
目
事
務
局
長
が
渾
身
の

運
営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

幾
世
紀
を
も
超
え
て
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
続
け
て
き
た
詩
歌
が
持
つ
深
遠
な
詩
魂
を
、
声
と

身
体
の
み
で
表
現
す
る
吟
詠
・
剣
詩
舞
は
、
数
あ
る
伝
統
芸
能
の
根
源
に
存
す
る
正
し
く
日
本

人
の
心
の
芸
術
で
す
。
道
徳
、
倫
理
を
は
じ
め
と
す
る
心
の
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
昨
今
、
吟
詠
・
剣
詩
舞
の
真
髄
に
触
れ
る
こ
と
は
、
世
界
に
冠
た
る
日
本
古
来
の

優
れ
た
精
神
文
化
を
取
り
戻
す
大
き
な
糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 末

尾
と
な
り
ま
す
が
、
平
素
よ
り
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り
、
本
吟
友
会
に
多
大
な
ご
尽
力
を

下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
方
、
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 


